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【対象業績】 

「防汚・抗菌・抗ウイルス光触媒の実用化」 
 

 橋本和仁氏は、光電気化学の幅広い分野、特に、光触媒関連分野の開拓者として、酸化チタ

ン上での「本多・藤嶋効果」で知られた水の光電気化学分解反応の特質を利用した幅広い研究を

展開し、光触媒反応の学術的およびその応用に向けた実用材料開発の研究においても、その第一

人者として、光電気化学および材料化学分野を牽引している。 

 特に、酸化チタンを光触媒として利用した有機物の酸化分解に注目し、蛍光灯レベルの微弱な

紫外光で有機物や微生物などの分解反応が生じることを見出し、抗菌作用や防汚作用、防臭効果

などに活用できることを示した。さらに最近、１価酸化銅ナノ粒子の抗ウイルス性を酸化チタン

と組み合わせることにより、高い抗菌・抗ウイルス効果を持つ可視光光触媒の開発へとつなげて

いる。 

また、酸化チタン表面での紫外線を用いた表面の超親水化現象（光誘起表面濡れ性の変化）を

見出し、光電気化学の新しい分野を創出するとともに、表面の汚れを水で簡単に取り除くことが

できる防汚機能材料の開発へと発展させた。  

以上のように、氏の「防汚・抗菌・抗ウイルス光触媒の実用化」に関する業績は、電気化学、

特に光電気化学分野の学術および応用領域において、基盤的な科学及び技術に革新的な進展を

もたらし、加えて、数々の実用的な環境衛生貢献材料の開発に貢献することで、関連分野の学術

および産業の発展及び社会イノベーションに大きな成果をあげている。 
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